
　場所は上野恩賜公園の不忍池、4月初旬の快晴の穏やかな日です。
　公園の木々は芽吹き始め、人々はこれに包まれるように散策しています。池ではユリカモメや多くの鳥
達が人目を気にすることもなく、暖かな陽を浴びて我が世の春と楽しんでいるようでした。
　水面にそよ風の波が、その上に鳥のゆったりとした動きで出来る波紋が複雑に描かれています。きっと
魚も波を立てているでしょう。波は青や緑、黄、紫と種々に輝き、水の深浅で濃淡が変化するなど絵にす
るには余りにも要素の多いモチーフでした。
　透明水彩画の基本通り、水面は薄い色の “塗り・乾燥” を何度も雰囲気を確認しながら繰返して描きま
した。中に描かれた鳥達が「よし、よし」と言ってくれていれば嬉しいのですが。

size: 455×530㎜

「陽春の水面」

菊岡保人の水彩画
～細部に思いをこめて～
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